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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書(1月分)、評価入力(2/1付け分)未完成の方は急ぎでお願いします
・新規利用開始後の評価/目標設定の仕組み、指示箋更新、下駄箱の管理等を整理していく。

・医事統計入力を3月分を追加して再入力をお願いします。4/7(金)17：00までに厳守で。
・春の健康診断の予定が出ています。各自で予約入力をお願いします。
・人事考課表の作成も各自進めておいてください。

＜利用者様情報＞
デイケア
・横野　琴美様～20歳　女性　診断名：統合失調症、双極性感情障害
本日、外来にて待ち合わせし青陽館見学を実施。4/3(月)に電話問い合わせのあったさくら病院通院中の方で、電話でお伝えしていた部分も含め改めて資料を用い紹介を行っている。さくら病院の主治医へは青陽館利用のことを伝えているとのことであり主治医も利用に前向きであると言い、青陽館を知ったきっかけはホームページで知ったとのことである。病状の経過を尋ねると、中学2年生時にベッドから起き上がれなくなったことから始まり、親に酷いことを言われるといった内容の幻聴が聞こえ始めたという。一昨年の11月から翌年の9月までさくら病院に入院しておりその頃にはレイプや近親相姦に関する妄想が有ったといい、現在も幻聴は持続しているが精神症状であると区別できるようになっており体調は安定しているのこと。現在の生活としては日中起きているようにし趣味活動などをして過ごしているが無職であり、今後は洋服屋のアルバイトや京都にある芸術大学の通信制大学に通うことなどを目標としているという(過去には飲食食店等の接客アルバイトをしていたが精神症状の悪化とタイミングが重なり長続きできなかったことや、先月までは慶應義塾大学の通信制大学に通っていたが哲学などの勉強をしていると考え込んでしまって体調管理をするには合わないと感じたため辞めたことなどを話している)。応対は終始穏やかであり丁寧な口調である。南部町在住でありバスでの通所も考えているが、デイケアの定刻に間に合うことが出来るかが心配であることを話しており、心配性で一度気になってしまうと頭から離れなくなる傾向があることを話しており、何度か来所時刻の心配を話されている。見学の感想を尋ねると「いい感じで、自分にも通えそうだなと思います」と話しており、過去にさくら病院のデイケアの体験利用も行ったがプログラムの種類が少なかったことや、その日の体調不良とも相まって自分には合わないと感じ、通うことを辞めたという。「やる気が出てるうちに体験してみたいです」と体験利用を早期に行うことを希望され、4/7(金)デイケアの終日体験利用を行うこととしている。
ショートケア
・特記する利用者様はおりません。
デイナイトケア
・吉田　富秋様～声高に会話をしており、昼食前は特定利用者様を前に一人で喋っていて、徐々に声が高くなり、昼食の配膳が始まったのにも気付かず話し続けている。配膳が始まったと声を掛けるとすぐに話を止めて配膳を行っている。昼食後は静かにチラシ箱作りを行っている。最近気分高揚気味であり面談を行っている。高揚気味であることは自覚しており、抑えるようにはしていると穏やかに話している。
